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府立寝屋川高等学校（定時制の課程） 

准校長 小早川 真一 

 

 令和２年度 学校経営計画及び学校評価           資料２ 

１ めざす学校像 

多様な人々が集う定時制の課程で、勉強がわかる喜び・人に認められ人と理解し合える喜び・夢や志を抱く喜びを伝え、生徒たちに生き生きと

した生活を保障する学校をめざす。 

 １．生徒が自分の未来を創造できる学校 

  ２．生徒一人一人が大切にされる安全で安心な学校 

 ３．地域・家庭と連携し、協力して生徒を育てる学校 

 

２ 中期的目標 

１ 勉強がわかる喜びを伝える 

（１）授業内容が「分かること」の楽しさを体験することで、「学ぶこと」に意欲をもつ生徒を育てる。 

   ア 生徒が「分かった」と実感できる授業づくりに取り組み、学力の定着及び出席者の増加を図る。 

① 生徒の学力に応じたわかりやすい教材を作成し授業を行う。 

     ② ＩＣＴや視覚教材を用いた授業および参加体験型の授業を導入し、生徒の学習意欲を高める。 

     ③ 授業見学、研究授業等により、各教員が指導法の工夫・改善に取り組む。 

        ※学校教育自己診断で「学校の授業の説明はわかりやすい」の肯定率（H29;78%・H30:77%・R１;78％）を R４年度には 85％する。 

イ 授業規律について指導する意識を共有し、生徒が落ち着いて学習できる環境づくりに努める。 

        ※学校教育自己診断の「授業中は落ち着いて学習できる」の肯定率（H29;64%・H30:73%・R１;58％）を R４年度には 70％にする。          

   ウ ア、イを実践した結果として、授業に出席する生徒を増やし、中退防止につなげる。 

          

  （２）授業において、図書室の利用を促進する。 

 

２ 人に認められ人と理解しあえる喜びを伝える 

 （１）命の大切さ・人権意識・善悪の判断など、人間としての基本的な倫理観や規範意識を育てる。 

   ア 生徒指導時のみならず、教科の学習およびＨＲ・総合的な学習の時間、行事等も含めた教育活動全体を通して指導する。 

     ※生徒向け学校教育自己診断における「命、社会のルール」の肯定率（H29;79%・H30:83%・R１;75％）を R４年度には 85％にする。 

 

（２）様々な教育活動で人と関わる体験を通して、コミュニケーション能力の育成を図る。 

  ア 挨拶ができる生徒を育てる。 

イ 生徒会行事、遠足、修学旅行等に安心して参加できる環境を作り、仲間とともに行事に参加できる生徒を育てる。 

ウ 各種行事において、保護者や地域住民および地域の中学校教員と積極的に連携・交流を図る。 

   エ ボランティア活動や部活動等を通し、学校に対する誇りと自己肯定感を育てる。 

       ※学校行事等で来校する学校外部の人の数を、前年度より増やす。 

 

 （３）生徒指導に際して、各教員が生徒との人間関係を大切にしながら、家庭・中学校・地域との連携を密にして取り組む。 

       ※保護者向け学校教育自己診断における「学校は、家庭への連絡や意思疎通を行っている」の肯定率が R４年度にかけて 

毎年 85％を下回らないようにする。（H29;86%・H30:77%・R１;85％）を R４年度には 85％） 

 

 （４）「様々な課題を抱える生徒の高校生活支援事業」を活用し、フォローアップコーディネーターを中心に困難を抱える生徒への支援体制を整え、 

H31年度までに、文部科学省が公表する平成 30年度全国公立高等学校定時制課程の中途退学率の 9.4％以下を目標とする。   

※中退率 H26年度 20.6％  →  R４年度末 9.4％にする。 

 

３ 夢や志を抱く喜びを伝える 

 （１）生徒が自己の将来について考え、自らの生き方を選択できるように進路指導の充実を図る。 

   ア 進路に関する十分な情報を生徒に提供するとともに、保護者にもその情報が届くようにする。 

   イ 進路ガイダンス機能の充実を図るとともに、個々の生徒のニーズに合った進路指導をする。 

   ウ 就業体験をする生徒を増やす。    

       ※卒業生徒の進路決定率（H29;73.2%・H30:60%・R１;61％）について R４年度は 65％以上にする。 

       ※生徒向け学校教育自己診断における進路指導関係の問（No.15,16）の平均肯定率（H29;80%・H30:80%・R１;75％）を R４年度には 85％ 

にする。 

   

４ 組織の活性化と人材育成   

（１） 首席を中心に、経験年数の少ない教員の育成に取り組む。 

 

（２）職務の効率化の取組み 

     ※年間時間外勤務 → 360ｈ以内 

 

（３）コンプライアンス意識の向上 

 

（４）危機管理体制及び保健・安全・衛生管理の徹底 
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【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析（令和 年  月実施分） 学校運営協議会からの意見 

  

 

  

本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 
目標 今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 自己評価 

１ 

勉
強
が
わ
か
る
喜
び
を
伝
え
る 

（１）「分かること」の

楽しさを体験できる

授業づくり 

 

ア 生徒が「分かった」

と実感できる授業づ

くりに取り組み、学

力の定着及び出席者

の増加を図る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 授業規律について

指導する意識を共有

し、生徒が落ち着い

て学習できる環境づ

くりに努める。 

 

 

 

ウ ア、イを実践した

結果として、生徒の

授業への出席率を増

やし、中退防止につ

なげる。 

 

 

（２） 

 授業において、図書

室の利用を促進す

る。 

 

 

ア 生徒が「分かった」と実感できる授業づく

りに向け以下の点に取り組む。 

 

①・授業の目的や大切なポイントを説明する 

・授業ではわかりやすい説明をする。  

・授業中に生徒の知識・技能の定着をはかる

ための時間を取る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②・生徒の学力に応じた教材の作成や補助教 

材（ＩＣＴや視聴覚教材）の使用等により

工夫して授業を行う。 

・教材は共有し、教材作成の負担軽減を図

る。 

・授業の中で生徒に考えさせる時間を取る 

・授業の中で生徒にコミュニケーション能

力が身につく仕掛けづくりをし、生徒と

コミュニケーションを取る。  

・ 

 

 

 

③・授業見学、研究授業、研修等により、各教

員が指導法の工夫・改善に取り組む。 

   

  

イ・授業規律を確立するために、教職員が一丸

となって生徒への指導を図る。 

・授業中の携帯電話指導を継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

 授業において図書室利用することで、生徒 

の利用を促す取り組みをする。 

ア 

 

① ・学校教育自己診断で「学校の授業の

説明はわかりやすい」の肯定率を３％

上げる（R１,78％） 

・授業アンケート「先生はわかりやすく

説明してくれる」の学校平均を 0.05

上げる（R1,3.51） 

・「授業内容に興味関心を持つことがで

きた」の学校平均を 0.05上げる 

（R1,3.34） 

・「授業を受けて知識や技能が身に付い

た」の学校平均を 0.05上げる 

（R1,3.36） 

 

② ・学校教育自己診断で「学校の授業

は、プリント、スライド、映像等の補

助教材を使うなどの工夫をしている」

の肯定率を３％上げる（R1,84％） 

・授業アンケート「先生は様々な教材を

工夫して授業を行っている」の学校

平均を 0.05 上げる（R1,3.45） 

・「先生は授業中生徒とコミュニケーシ

ョンを取っている」の学校平均を

0.05上げる（R1,3.48） 

 

③・年２回以上研究授業や授業研修を行

う 

 

 

イ 

・「先生は授業中してはいけないことをし

ている生徒に対し注意をしている」の

学校平均を 0.05上げる（R1,3.48） 

・授業アンケート「私は授業中、携帯・居

眠り・私語をしていない」の学校平均

0.05上げる（R1,3.45） 

・学校教育自己診断で「授業中は落ち着い

て学習できる」の肯定率を５％上げる

（R1,58％） 

 

ウ・R1年度中退率（7.2％）より１％下げ

る。 

 

 

（２） 

・図書館の利用者を増やす。 

 （R1,1,112人） 

R1 
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２ 

人
に
認
め
ら
れ
、
人
と
理
解
し
あ
え
る
喜
び
を
伝
え
る 

（１）基本的な倫理観

や規範意識を育て

る。 

ア 教科の学習および

ＨＲ・総合的な学習

の時間・総合的な探

究の時間等も含めた

教育活動全体を通し

た指導 

 

 

（２）人と関わる体験

を通して、コミュニケ

ーション能力の育成

を図る。 

ア 挨拶ができる生徒

を育てる。 

 

 

 

 

 

イ 生徒会行事、遠足、

修学旅行等に安心し

て参加できる環境を

作り、仲間とともに

行事に参加できる生

徒を育てる 

 

 

ウ  各種行事におい

て、保護者や地域住

民および地域の中学

校教員と積極的に連

携・交流を図る。 

 

 

エ ボランティア活動

や部活動等を通し、

学校に対する誇りと

自己肯定感を育て

る。 

 

（３）生徒指導に際し

て、各教員が生徒との

人間関係を大切にし

ながら、家庭・中学校・

地域との連携を密に

して取り組む。       

 

 

（４）中退防止コーデ

ィネーターを中心に

困難を抱える生徒へ

の支援体制を整え

る。 

        

 

（１） 

 

 

ア・全教職員がすべての教育活動を通して、ま

た、外部人材等を有効活用しＨＲ及び総

合的な学習の時間・総合的な探究の時間

を計画的に実施することで、「命の大切

さ、社会のルール、人権の大切さ」につい

て考える機会を設ける 

 

 

（２） 

ア ・教職員から生徒への挨拶運動をさらに

進め、挨拶をすることの大切さについて

生徒に伝える機会を設ける。 

 

    ・始業・終業時に挨拶ができるようにす 

   る。 

 

 

 

 

イ ・生徒を中心とした生徒会行事の企画運

営を行う。 

 

 

・行事に参加する生徒の人数を増やす。 

 

 

 

 

ウ ・各種行事に対する広報活動の活発化 

  ・体育祭・文化祭へ地域の方を招待する。 

 

  ・「授業参観日」の名称を「授業見学会」

に変更し、期間を３日間開催し、保護

者・地域住民・地域の中学校教員等に 

   積極的に参加を呼び掛ける。 

 

エ ・ボランティア活動の継続 

 

  ・部活動の活性化をする。 

  

 

 

（３） 

・生徒に対し傾聴し、理解し、話し合いによる

指導を実践する。 

・各教員が家庭連絡を密にする。 

・HP等で学校の情報を発信する。 

 

 

 

 

（４）中退防止コーディネーターを中心にＳ

ＣやＳＳＷとともに、困難を抱える生徒へ

の支援体制を整え、生徒個々に対応した指

導をおこなう。 

（１） 

 

 

ア・学校教育自己診断における「命の大切

さ、社会のルール、人権の大切さにつ

いて考える機会がある」の肯定 

    率を３％向上させる （R1,75％） 

 

 

 

（２） 

ア・学校教育自己診断の「自分は挨拶をし

ている」の肯定率を 5％向上させる。

（R1,69％） 

 

 

 

 

 

 

イ・学校教育自己診断「体育祭、文化祭な

どの学校行事は楽しい」の肯定率を

３％上げる。（R1,78％） 

・行事の生徒参加率を体育祭、文化祭と

もに 50％以上に保つ。 

(R1,体育祭 58，5％、文化祭 58％) 

 

 

ウ・体育祭、文化祭に来校する保護者、地

域住民、中学校教員等の人数を前年

度より増やす。（R1、合計 293 名） 

 

 

 

 

 

エ・ボランティア活動の継続 

 

 ・部活動加入率 (R1,35％)を３％増加

させる。 

  

（３） 

・学校教育自己診断における「先生の指導

について理解できる」の肯定率を３％

上げる（R1,75％） 

・保護者向け学校教育自己診断における

「学校は、家庭への連絡や意思疎通を

行っている」の肯定率が 85％を下回ら

ないようにする。（R1,85％） 

 

（４） 

中退率を１％下げる。（R1,7.2％） 
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３ 

夢
や
志
を
抱
く
喜
び
を
伝
え
る 

（１） 進路指導の充

実を図る。 

ア 進路に関する十分

な情報を生徒に提供

するとともに、保護者

にもその情報が届く

ようにする。 

 

 

 

 

イ 進路ガイダンス機

能の充実を図るとと

もに、個々の生徒のニ

ーズに合った進路指

導をする。 

 

 

 

ウ 就業体験をする生

徒を増やす。 

 

 

 

ア 

・進路ＨＲや総合的な学習の時間を進路指導

計画の中で明確に位置づけ、情報提供を行

う。 

・外部機関や卒業生と連携し、生徒が色々な人

の生き方に触れる機会を設ける。 

・生徒に提供した情報が保護者にも届くよう

にする。 

 

 

 

イ・担任が生徒と十分話し合うとともに、担任

が進路担当者との連絡を密にする。 

 

 

 

 

 

ウ・一人でも多くの生徒が充実した就業体験

ができるように指導する。 

 

 

 

ア、イ 

・学校教育自己診断における「自分の将来

について考える機会がある」の肯定率を

３％上げる。（R1,70％） 

 

・学校教育自己診断における「学校は就職

や進学についての情報を十分に知らせ

てくれる」の肯定率を３％上げる。

（R1,79％） 

・保護者向け学校教育自己診断における

「学校は、就職や進学について、適切な

指導を行っている」の肯定率を 85％にす

る。（R1,82％） 

・卒業生の進路決定率を 65％以上にする。

（R1,61％） 

 

ウ・生徒の５月時点の就業率よりも年度

末の就業率を５％高くする。 

 

 

 

４
校
内
組
織
の
活
性
化
と 

人
材
育
成 

（１） 校内組織の活

性化と職務の

効率化の取組

み 

 

ア 首席を中心に経験

年数の少ない教員の

育成に取り組む 

 

イ 時間外勤務を軽減

させ、自身の健康

について管理す

る。 

 

 

ウ コンプライアンス

について意識を高め

徹底する 

  

エ 危機管理意識・防

災教育や保健・安全・

衛生管理意識を高

め、校内で体制を組

み取り組む。 

 

 
 
 
 
 

 

ア・首席が中心となり、経験年数の少ない教員

の育成を主眼とした研修を計画し、実施す

る。 

 

イ・職務が勤務時間内に終えるよう、効率的に

取組む。 

 

・自らが、健康管理をしっかり行い、心身共に

リフレッシュできる環境をつくる。 

 

 

ウ・職員会議等において、不祥事の防止、個人

情報の適正管理、職場のハラスメントの防

止について周知徹底を図る。 

 

エ・校内において体制を組み、マニュアルを作

成し全教職員に周知し対応できるようにす

る。 

・年間を通して、教員研修を計画し、実施する。 

 
 
 
 
 

 

ア・年間を通して育成のための研修が 2回

実施できたか（R1,2回） 

 

イ・年間を通して時間外勤務を 360ｈ以内

にする（R1,全教職員が 360h 以内） 

・年間を通して、計画的に年次休暇・振

替休暇の所得を行う。 

・心身が健康で過ごせるよう、職場にお

いて他の者へ相談できる体制を自ら

つくる。 

ウ・不祥事、個人情報の漏洩・職場のハラ

スメントの事象を０件にする。 

 ・万が一事象が発生した場合は、直ちに  

管理職に報告をする。 

 

エ・年間を通して１回教員研修を実施で

きたか。 

 

 


